
港
町
で
紡
ぐ
高
級
手
編
み

週
に
１
度
の
「
編
み
会
」
で
楽
し
げ
に
作
業
す
る
気
仙
沼

ニ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
編
み
手
た
ち
‖
気
仙
沼
市
神
山

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

メ
モ

２
０
１
２
年
６
月

に
事
業
開
始
、

年
６
月
に

株
式
会
社
と
し
た
。
商
品
は

編
み
物
作
家
三
國
万
里
子
さ

ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
カ
ー
デ

ィ
ガ
ン
「
Ｍ
Ｍ
Ｏ
１
」
と
セ

ー
タ
ー「
エ
チ
ュ
ー
ド
」「
リ

ズ
ム
｜
Ａ
」
の
３
種
類
。
商

品
を
編
む
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
、
技
術
水
準
が
達
し
た
編

み
手
と
契
約
を
結
び
、
事
業

展
開
し
て
い
る
。

１
着

万
円
と
い
う
高
価

格
で
あ
り
な
が
ら
、
販
売
数

に
対
し
何
十
倍
も
の
注
文
が

殺
到
す
る
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
。

震
災
後
、
被
災
地
の
気
仙
沼

市
で
創
業
し
た
気
仙
沼
ニ
ッ

テ
ィ
ン
グ
が
手
掛
け
る
編
み

物
は
、
全
国
か
ら
人
気
を
呼

ん
で
い
る
。

「
人
件
費
の
高
い
日
本
で
、

当
社
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
成

立
す
る
こ
と
は
世
界
に
対
し

て
も
勇
気
を
与
え
る
」
。
縁

も
ゆ
か
り
も
な
い
地
に
移
り

住
み
、
同
社
の
社
長
を
引
き

受
け
た
御
手
洗
瑞
子
さ
ん

は
、
県
北
の
港
町
で
起

業
の
手
応
え
を
感
じ
て
い

る
。震

災
後
、
被
災
地
の
産
業

復
興
に
関
し
て
は
、
具
体
的

な
動
き
が
少
な
い
と
感
じ
て

い
た
。
そ
ん
な
折
、
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
の
糸
井
重
里
氏
か

ら
気
仙
沼
ニ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の

ビ
ジ
ネ
ス
構
想
を
紹
介
さ

れ
、
社
長
就
任
を
依
頼
さ
れ

た
。少

な
い
資
本
で
場
所
を
選

ば
ず
、
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る

そ
の
会
社
は
、
御
手
洗
社
長

の
思
い
と
も
重
な
る
も
の
だ

っ
た
。
「
稼
げ
る
会
社
を
気

仙
沼
に
」
と
い
う
２
人
の
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１

２
年
に
始
動
し
た
。

気
仙
沼
に
編
み
物
の
文
化

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の

は
、
地
元
の
人
に
ア
イ
デ
ア

を
打
ち
明
け
た
と
き
だ
。
漁

師
の
セ
ー
タ
ー
を
よ
く
編
ん

で
い
た
気
仙
沼
の
人
々
に
と

っ
て
編
み
物
は
親
し
み
深
か

っ
た
。
土
地
と
の
親
和
性
も

加
わ
り
、
気
仙
沼
ニ
ッ
テ
ィ

ン
グ
は
地
域
に
根
を
下
ろ

し
、
雇
用
を
生
み
出
す
企
業

に
な
っ
た
。

現
在
編
み
手
に
登
録
し
て

い
る
の
は
地
元
の
女
性
を
中

心
に

人
以
上
。
主
に
以
前

か
ら
編
み
物
を
し
て
い
た
人

々
だ
。
編
み
手
た
ち
は
、
小

さ
な
間
違
い
で
も
迷
い
な
く

ほ
ど
き
、
編
み
直
す
。
御
手

洗
社
長
は
「
誇
り
を
持
っ
て

作
る
ニ
ッ
ト
な
の
で
、
真
摯

（
し
ん
し
）
に
仕
事
と
向
き

合
っ
て
い
こ
う
」
と
編
み
手

に
繰
り
返
し
話
す
。
質
に
対

す
る
妥
協
は
一
切
し
な
い
。

〝
被
災
地
で
作
る
編
み
物
〞

と
し
て
甘
え
る
つ
も
り
も
な

い
。東

大
経
済
学
部
を
卒
業
後

勤
め
た
米
大
手
経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
、
企
業

の
成
功
例
も
失
敗
例
も
数
多

く
知
る
御
手
洗
社
長
は
「
地

域
性
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に

コ
ス
ト
や
ニ
ー
ズ
も
考
え
た

事
業
で
な
け
れ
ば
続
か
な

い
。
お
客
さ
ん
に
求
め
ら
れ

る
も
の
で
な
け
れ
ば
立
ち
ゆ

か
な
く
な
る
」
と
気
を
緩
め

な
い
。

震
災
前
か
ら
顕
在
化
し
て

い
た
「
地
方
」
の
産
業
と
雇

用
の
先
細
り
。
し
か
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
物

流
の
進
化
に
よ
り
、
地
方
で

商
売
す
る
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ

ト
は
減
っ
て
き
て
い
る
。「
気

仙
沼
の
持
つ
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

さ
が
想
像
力
を
か
き
立
て

る
。
作
る
人
、
さ
ら
に
は
作

ら
れ
た
物
が
持
つ
ス
ト
ー
リ

ー
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
に
深
み

を
持
た
せ
る
」
。
逆
に
地
方

で
事
業
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
は

確
実
に
存
在
す
る
と
御
手
洗

社
長
は
確
信
す
る
。

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
事
例

教
材
と
し
て
取
材
さ
れ
る

な
ど
、
気
仙
沼
ニ
ッ
テ
ィ
ン

グ
は
海
外
か
ら
も
注
目
を

集
め
る
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

「
買
い
手
も
作
り
手
も
次

の
仕
事
を
心
待
ち
に
す
る

会
社
で
あ
り
続
け
た
い
」
と

御
手
洗
社
長
は
、
目
を
輝

か
せ
る
。

（
宮
城
県
情
報
シ
ス
テ
ム

課
主
事
・
吉
田
友
也
）

「
面
白
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
会
社
に
し
た
い
」
と

話
す
御
手
洗
社
長

志
を
持
つ
起
業
家
支
え
る

「
志
を
持
っ
た
起
業
家
を
全
力
で
支
援
す
る
」
と
語
る

竹
井
代
表
理
事

Ｐ
Ｒ
に
役
立
つ
写
真
の
撮
り
方
を
学
ん
だ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

の
研
修
会
‖
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
の
コ
コ
リ
ン

メ
モ

２
０
１
１
年
８
月

創
業
。
「
世
界
を
変
え
る
志

の
起
業
家
を
全
力
支
援
」
を

理
念
に
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。

年
８
月
に
は
七
十
七

銀
行
（
仙
台
市
）
と
起
業
家

支
援
で
業
務
連
携
す
る
協
定

を
結
び
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
育
成
に
取
り
組
む
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

仙
台
市
宮
城
野
区
の
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
に
あ
る

東
北
最
大
級
の
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
「
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｌ

ｉ
ｎ
（
コ
コ
リ
ン
）
」
。
経

営
者
や
起
業
を
目
指
す
人
々

が
一
つ
の
空
間
に
集
ま
り
、

活
発
に
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
。

「
起
業
家
が
育
つ
土
壌
を

東
北
の
地
に
創
り
た
か
っ

た
」
。
こ
う
語
る
の
は
、
オ

フ
ィ
ス
を
運
営
す
る
一
般
社

団
法
人
・
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

（
マ
コ
ト
）
の
竹
井
智
宏
代

表
理
事

。
意
見
交
換
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
ヒ
ン
ト
を
つ
か

み
、
実
践
に
移
す
。
ま
さ
に

ベ
ン
チ
ャ
ー
志
向
を
刺
激
す

る
空
間
に
な
っ
て
い
る
。

同
法
人
は
現
在
、
コ
コ
リ

ン
の
管
理
運
営
の
ほ
か
に
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
ス
タ
ー
」
事
業
も
展

開
。
こ
れ
ま
で
延
べ
約

の

事
業
の
立
ち
上
げ
に
携
わ

り
、
１
７
０
０
万
円
以
上
の

資
金
調
達
の
実
績
を
挙
げ

て
い
る
。
こ
の
サ
イ
ト
で
支

援
を
受
け
た
業
種
は
多
種
多

様
で
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
か

ら
福
祉
関
連
、
ア
ウ
ト
ド
ア

系
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
。

い
ず
れ
も
「
宮
城
発
」
「
東

北
発
」
と
い
っ
た
発
想
で

投
資
家
の
支
援
を
取
り
付
け

た
。竹

井
代
表
理
事
に
よ
る

と
、
マ
コ
ト
で
は
企
画
の
良

さ
や
技
術
以
上
に
、
起
業
家

自
身
の「
志
」を
重
視
す
る
。

志
が
あ
れ
ば
自
然
と
人
が
集

ま
り
、事
業
が
活
性
化
す
る
。

震
災
以
降
、
東
北
に
は
こ
う

し
た
志
を
持
っ
た
起
業
家
が

確
実
に
増
え
て
お
り
、
東
北

に
不
十
分
だ
っ
た
起
業
家
の

支
援
体
制
を
自
身
の
手
で
整

え
た
か
っ
た
と
い
う
。

仙
台
の
大
学
を
卒
業
後
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
で

勤
務
し
て
い
た
竹
井
代
表
理

事
。
震
災
後
、
投
資
し
て
上

場
し
た
企
業
か
ら
リ
タ
ー
ン

を
受
け
取
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ

ャ
ピ
タ
ル
だ
け
で
は
、
東
北

地
域
の
起
業
支
援
は
難
し

い
、
と
の
考
え
に
至
っ
た
。

東
北
の
復
興
の
た
め
、

今
は
事
業
規
模
は
小
さ
く
て

も
『
志
』
を
持
っ
て
挑
戦
す

る
東
北
の
起
業
家
の
支
援
が

し
た
い
」。そ
ん
な
思
い
が
、

マ
コ
ト
の
設
立
へ
と
突
き
動

か
し
た
。

起
業
活
動
に
対
し
て
、
竹

井
代
表
理
事
は
「
ト
ラ
イ
ア

ン
ド
エ
ラ
ー
の
繰
り
返
し
。

と
て
も
泥
臭
い
部
分
が
多

い
」
と
指
摘
す
る
。
支
援
す

る
起
業
家
に
対
し
て
、
エ
ラ

ー
が
生
じ
れ
ば
、
時
に
は
大

幅
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転

換
を
求
め
る
。

一
方
で
、他
地
域
に
比
べ
、

起
業
支
援
体
制
の
不
備
も
痛

感
。
一
口
に
起
業
家
と
い
っ

て
も
、
経
験
値
や
能
力
は
、

お
の
お
の
で
大
き
く
異
な

る
。
補
助
金
を
は
じ
め
と
し

た
資
金
や
場
所
の
提
供
だ
け

で
終
わ
っ
て
は
、
十
分
な
支

援
と
は
言
え
な
い
と
い
う
。

被
災
地
の
失
業
者
は

万

人
と
も
言
わ
れ
る
。
元
の
東

北
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
よ

り
強
い
企
業
、
よ
り
強
い
雇

用
を
創
出
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。マ
コ
ト
で
は
、

場
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
起
業
家
に
経
営

に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
習

得
す
る
研
修
会
に
も
力
を
入

れ
る
。

竹
井
代
表
理
事
は
「
キ
ー

ワ
ー
ド
は
『
グ
ロ
ー
バ
ル
』

と
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
。

震
災
を
経
験
し
た
東
北
で
、

地
方
の
起
業
支
援
モ
デ
ル
創

出
し
、
全
国
に
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
強
調
す
る
。

（
宮
城
県
新
産
業
振
興
課
主

事
・
塚
口
皓
明
）

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥∠
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂≡ ⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥ ∇

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

⌒

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
た
わ
が
県

は
、
元
に
戻
す
だ
け
で
は
な

く
、
新
し
い
事
業
を
生
み
出

す
と
い
っ
た
「
創
造
的
な
復

興
」
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
復
興
需
要
は

い
ず
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、人
口
減
少
社
会
の
中
で
、

持
続
可
能
な
地
域
と
す
る
た

め
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

事
業
を
育
て
、
雇
用
の
確
保

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す

今
回

県
の
若
手
職
員
が

取
材
に
お
伺
い
し
た
の
は
、

地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
の
立

ち
上
げ
を
支
援
し
た
り
、
ま

た
自
ら
事
業
を
立
ち
上
げ
た

り
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
お

二
人
で
す
。
起
業
は
「
地
方

創
生
」
に
も
不
可
欠
で
す
。

こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
取
り

組
み
が
さ
ら
に
県
内
に
広
が

り
、
大
き
く
育
つ
こ
と
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
県
と
し

て
も
で
き
る
限
り
ご
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
復
興
と
創
造
｜
み
や
ぎ
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

は
本
年
度
内
に
６
回
の
掲
載
を
予
定
し
、
３
月
ま
で
原
則
と
し

て
第
１
日
曜
日
の
河
北
新
報
に
掲
載
し
ま
す
。
次
回
は
「
地
域

産
業
と
雇
用
創
出
」
の
対
談
編
を
取
り
上
げ
ま
す
。
企
画
は
河

北
新
報
社
企
画
事
業
部
、
協
力
は
宮
城
県
。

吉田友也主事

塚口皓明主事

１

東日本大震災から３年半が経過した。被災地

の再生はまだ道半ばだが、宮城県の掲げる「創

造的復興」に向け、多様なビジネスの芽が育ち

つつある。新しいチャレンジを伴いながらの起

業や事業展開は、宮城の産業に新たな息吹を呼

び込み復興を支えている。「みやぎ発イノベー

ション」。そんな可能性を感じさせる創造的な

取り組みを、宮城県の若手職員が訪ねて現状や

成長性などを紹介する。１回目は地域産業と雇

用の創出をテーマにした。

平成２６年( 年) ０月５日(日曜日) ( ８)平成２６年( 年) ０月５日(日曜日) ( ８)

(C)河北新報社


